
※失敗を回避できているものに✓入れていきましょう。✓が多いほど失敗のリスクを低くすることができます。

チェック 項番 内容

2‐1 コミュニケーションによる失敗

□ 2‐1‐1 要件定義時のディスコミュニケーションによる失敗

□ 2‐1‐2 契約締結時のディスコミュニケーションによる失敗

□ 2‐1‐3 進行中のディスコミュニケーションによる失敗

□ 2‐1‐4 請求時のディスコミュニケーションによる失敗

□ 2‐1‐5 国別におけるディスコミュニケーションによる失敗

□ 2‐1‐6 完成品のお互いの期待値のズレによる失敗

□ 2‐1‐7 プロジェクトの目的の共通認識のズレによる失敗

□ 2‐1‐8 コミュニケーションツール（方法）の確認不足による失敗

2‐2 開発の予算組みの失敗

□ 2‐2‐1 発注前の的外れな予算組みによる失敗

□ 2‐2‐2 会社選定時の的外れな予算組みによる失敗

□ 2‐2‐3 国（地域）選定時の的外れな予算組みによる失敗

□ 2‐2‐4 開発進行中に予算オーバーして失敗

□ 2‐2‐5 業務完了時に予算オーバーして失敗

□ 2‐2‐6 市場・経済による影響を受けて予算オーバーして失敗

□ 2‐2‐7 支払いの遅延による失敗

2‐3 会社選びの失敗

□ 2‐3‐1 オフショア開発の歴史が浅い会社での失敗

□ 2‐3‐2 類似プロジェクトの開発実績がない会社での失敗

□ 2‐3‐3 会社全体の組織が不明瞭な会社での失敗

□ 2‐3‐4 プロジェクト体制が不明瞭な会社での失敗

□ 2‐3‐5 プロジェクトの進め方が不明瞭な会社での失敗

□ 2‐3‐6 チケットドリブンを採用していない会社での失敗

□ 2‐3‐7 アジャイル開発を採用していない会社での失敗

□ 2‐3‐8 バックアップフォロー体制が不明瞭な会社での失敗

□ 2‐3‐9 本社が海外にある会社での失敗

□ 2‐3‐10 セキュリティ意識の低い会社での失敗

□ 2‐3‐11 人の入れ替えが頻繁な会社での失敗

□ 2‐3‐12 日本人デザイナーがいない会社での失敗

□ 2‐3‐13 見積もりがあまりにも安い会社での失敗

□ 2‐3‐14 口コミの評価が低い会社での失敗

オフショア開発で失敗しないための50項目チェックシート



※失敗を回避できているものに✓入れていきましょう。✓が多いほど失敗のリスクを低くすることができます。

チェック 項番 内容

オフショア開発で失敗しないための50項目チェックシート

2‐4 国（地域）選びの失敗

□ 2‐4‐1 オフショア開発の実績がない国（地域）での失敗

□ 2‐4‐2 拠点周辺の環境悪化による失敗

□ 2‐4‐3 祝日・時差による失敗

□ 2‐4‐4 国民性の理解不足による失敗

□ 2‐4‐5 文化・宗教の理解不足による失敗

□ 2‐4‐6 法律の理解不足による失敗

□ 2‐4‐7 コンプライアンスの理解不足による失敗

□ 2‐4‐8 治安悪化による失敗

2‐5 ブリッジSEの能力不足

□ 2‐5‐1 日本人以外のブリッジSEを採用して失敗

□ 2‐5‐2 担当ブリッジSEの言語能力不足による失敗

□ 2‐5‐3 担当ブリッジSEの技術能力不足による失敗

□ 2‐5‐4 担当ブリッジSEの実績不足による失敗

□ 2‐5‐5 担当ブリッジSEの理解不足による失敗

□ 2‐5‐6 担当ブリッジSEとの性格不一致による失敗

2‐6 発注側の管理不足

□ 2‐6‐1 発注内容・範囲が粗笨による失敗

□ 2‐6‐2 契約書の内容が粗笨による失敗

□ 2‐6‐3 要件定義・仕様の内容が粗笨による失敗

□ 2‐6‐4 進捗管理を怠慢して失敗

□ 2‐6‐5 フィードバックの内容が粗笨による失敗

□ 2‐6‐6 完成品の事前確認を怠慢して失敗

□ 2‐6‐7 発注側の管理体制不備による失敗


